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論文内容の要旨
〔目的〕
胆石症の成因に於ける胆汁組成の役割を明らかにする為，ピリルビン( í ピJ) 系石例とコレステロ
ル( íコ J) 系石例の胆汁組成の比較を行い，これ等胆石症に於ける胆汁酸代謝異常について検討した。
〔方法並びに成績〕
胆嚢造影にて胆石症と診断した39例を対象とし，胆嚢X線像より胆嚢胆管「ピ」系石24例 (í ピJ 群)
と胆嚢内「コ」系石15例( íコ J 群)とに分類し，それぞれより胆汁を採取した。この中胆別術施行 3
例に於いて術前の X線像に基づく分類は全て直接胆石を観察した所見に基づく分類と一致する事を確
めた。これ等に対して両群とほぼ同様の年令，性分布を示す健常人 8 例の胆汁を対照群とし比較検討
した。
採取胆汁はクロロホルム/メタノール 2: l(v/v) で抽出し，胆汁酸の志量は薄層クロマト・比色法
の組合せによって行い dihydroxy コラン酸はガスクロマト (GLC) で分離定量した。燐脂質(レシ
チン)は Folchの方法で、 3 回水洗後，過クロール酸々化及びモリブデン酸，アスコルビン酸による呈
色反応により定量した。 íコ」の定量は Schoenheimer- Sperry 法により行った。
胆汁の 3 主成分，即ち総胆汁酸，燐脂質， íコ」のモル百分率を求め，又胆汁中「コ」の胆汁酸，
燐脂質共存下の可溶性を知る目的で総胆汁酸+燐脂質/ íコ J 比，総胆汁酸/ íコ」比を検討した。「ピ」
群の各モル百分率及び比率は対照群と有意差はなかったが「コ」群は対照群に比べて総胆汁酸の有意
(Pく 0.01) な低下， 「コ」の有意 (P く 0.01 )な上昇，更に総胆汁酸+燐脂質/íコ」比及び総胆汁
酸/ íコ」比の有意 (P< 0.01) な低下を示した。
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3 つの主要な胆汁酸の百分率をみると「ピJ 1群の cholic acid ( C) は 29.4% と対照群に比べ有意(P
く 0.05 )に低下し， C の 2 次胆汁酸である deoxycholic acid (DC) も低い傾向にあった。これに対し
chenodeoxychol ic acid (CDC) は50.0% と高値を示した。「コ」群の CDC は29.7% と対照群に比
べ有意 (pく 0.05) に低下していた。
対照群平均値より高い CDC百分率を示した18例中13例 (72%) が ursodeoxycholic acid (UDC) 
陽性(総胆汁酸の1. 5%以上)であった。
「ピ、」群に於けるグリシン抱合胆汁酸/タウリン抱合胆汁酸比 (G/T比)は各胆汁酸共，対照群と
統計的有意差はなかったが全体に値が高い傾向を認め， G/T比が10以上と著明に上昇していた例は 4
例あり 60才以上の 2 例がこの中に含まれていた。「コ」群では glycochenodeoxycholic acid/tauro伺
chenodeoxycholic acid (GCDC/TCDC比)と総胆汁酸+燐脂質/íコ」比との聞に有意 (p く 0.05)
な正の相関 (r= 0.589) を認めた。
〔総括〕
「ピ」群の胆汁脂質組成が対照群と異ならなかった事は本群に於ける胆石形成が胆汁の組成変化
( íゴ」飽和度)と関係が少い事を示している。一方「コ J 群に於いて「コ」の増加と胆汁酸の減少を
み， 「コ」飽和度上昇~過飽和となっている事を示した。
「ピ」群に於ける胆石形成と CDC増加の因果関係について胆石流出後に CDC が減少且つ UDC の
消失したものがあり これは胆汁酸組成の変化が二次的なものである可能性を示唆している。一方
CDCの多い胆汁が lithocholic acid形成を通じて炎症反応を促進している事も想定される。 CDC 治
療例では相当量のUDC がCDC より合成されると言われており，「ピ」群の CDC増加例でUDC を多
く検出した事はこの機作によるものと思われる。
「コ」群に於ける CDCの低下は「ピ」群と対照的であった。 C に比べて DCの百分率の高い事と考
え合せて朋汁酸合成の低下を示す所見と受け取る事が出来る。
「ピ」群の G/T比は「ゴ」群T 対照群に比べvariati on が大きくて値の高いものが多く， G/T比が
10以上と顕著に増加していた例が 4 例みられた事より腸内細菌の影響が示唆された。 íピ、」系石の成
因として胆道感染が重視されており著者の成績もこれに対応するものと思われる。
「コ」群に於いて G/T比と DC/C比， DC/CDC比とに相関がなかった事より「コ J 群では腸内細
菌の G/T比への直接の関与は否定的で， G/T比はこの場合肝に於ける胆汁酸合成量を反映している
ものと判断される。 GCDC/TCDC比と総胆汁酸十燐脂質/ íコ」比との聞に有意な正の相関を認め
総胆汁酸+燐脂質/ íコ」比の低下は胆汁酸合成の低下を反映しているとしてよい。又「コ」群に於
ける CDC百分率の低下は「コ」合成に対する feedback の低下を通じて「コ」過飽和の胆汁形成に与
っていると考えられる。
〔結論〕
(1) 胆嚢内「コ」系石例では胆汁が「コ」過飽和状態にあり， CDCの有意な低下，更に GCDC/TCDC
比と総胆汁酸+燐脂質/ r- コ」比との相関より胆汁酸合成の低下が示唆された。
(2) 胆嚢胆管「ピ」系石例では胆汁脂質( íコ J，総胆汁酸，燐脂質)の組成比に異常を認めなかった
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が胆汁酸の中 Cの有意な低下と CDCの増加を認めた。又G/T比が著明に上昇している例が多く胆汁
酸組成に対する腸内細菌の影響の大きい事が考えられた。
論文の審査結果の要旨
胆嚢胆管ピリルピン系石例では胆汁脂質組成に異常を認めなかったがchenodeoxychol 酸 (CDC)
増加と ursodeoxychol 酸検出例を多くみた。グリシン抱合胆汁酸/タウリン抱合胆汁酸比 (G/T比)
が著明に上昇している例が多く腸内細菌の関与が考えられた。胆嚢内コレステロール( íコ J) 系石例
は胆汁が「コ」過飽和状態にあり CDCの有意な低下，更に G/T比と総胆汁酸+燐脂質/ íゴ」比との
相関より胆汁酸合成の低下が示唆された。
-98-
